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６．成果の要約 

レタス生産における冠水の影響を検討するため、結球初期（葉齢約14枚）及び定植時(葉齢約５枚

)に畝の高さを変え冠水24時間処理を実施した。結球初期における24時間の冠水処理はレタスの葉齢

及び地上部重に有意な影響を及ぼすことが明らかになったが、畝を高くすることにより冠水の影響

を軽減できることが示唆された。定植時における24時間の冠水処理は、７日後のレタスの葉齢及び

地上部重に有意な影響を及ぼすことが示唆されたが、畝の高さによる生育の違いはなかった。 

 

７．目 的 

静岡県では業務加工需要の増加により水田裏作を活用した露地レタス生産が拡大してい

る。近年の台風や短時間強雨による冠水が生じ、表層水の排出とともに肥料成分が溶脱す

ることで生育遅延や収穫量の減少といった影響が発生している。そこで高畝整形機を用い

て冠水の影響を受けにくい耕種的対策を確立する。 

 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）結球初期における冠水処理前の各区の葉齢は 14.2～14.6 枚であった。冠水処理６日後の葉

齢は 18.4～21.3 枚の範囲であり、畝高 15cm 冠水処理区は冠水無処理区と比べて約２～３枚少なかっ

た。地上部重は、無処理区と比較して軽くなった。冠水無処理区においては畝の高さと地上部重に有

意な差はなかったが冠水処理区では畝高 30 ㎝にすることによって地上部重の減少を抑制できた。 

 ほ場の冠水程度が根の発達に影響があることから、高畝にすることによって地下部の環境

改善されたと推察された 

（２）葉齢 10 枚目の葉緑素値を測定した結果、冠水の有無及び畝の高さの違いによる差はなかった

(データ略)。地上１ｍから測定した正規化植生指数（NDVI）は畝高 15cm 冠水区が畝高 30cm 処理区と

比較して有意に低かった(図１)。生育の指標として、NDVI 値が有効と考えられた。 

（３）定植時における冠水処理前の葉齢は各処理区とも約５枚であった。冠水処理７日後の葉齢は

8.9～9.8 枚であり、冠水区・畝高 15cm 区の葉齢は冠水無処理区と比べ有意に少なかった地上部重に

おいて、冠水処理区は無処理区と比較して軽かった。また畝の高さとの関係はなかった。 

（４）葉齢４枚目の葉緑素値を測定した結果、冠水処理及び畝の高さの違いによる影響はなかった（デ

ータ略）。NDVI においては、冠水区よりも無処理区の方が有意に高かった(図２)。 

（５）結球初期時の冠水処理により地上部重が有意に減少したことから、冠水の影響は、定植時より

も、ステージが進むことで大きくなると考えられた。 

 

９．問題点と次年度の計画 

（１）次年度以降も冠水の程度と畝の高さとの関係について検討を行い、年次変動を確認す

る。また冠水後のレタスの生育速度について調査を実施する。  

 

 

 

 

 



 

１０．主なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

１)Tukey 多重比較により異符号間に 5%水準で有意差あり 

 

図１ 結球初期における 24h 冠水処理が６日後の葉齢・地上部重及び NDVI 値に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                        

 

                                   

 

 

１)Tukey 多重比較により異符号間に 5%水準で有意差あり 

 図２ 定植時における 24h 冠水処理が７日後の葉齢・地上部重及び NDVI 値に及ぼす影響 
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